
 

お 知 ら せ  
 

 

記者発表資料 平成３０年１２月１８日 

配 布 日 時        １４：００ 

【同時発表先】 

合同庁舎記者クラブ、中国地方建設記者クラブ、広島県政記者クラブ、鳥取県政記者会、 

島根県政記者会、岡山県政記者クラブ、山口県政記者クラブ、山口県政記者会、山口県政滝町クラブ、 

港湾新聞、港湾空港タイムス、海事プレス、マリタイムデーリーニュース 

 
中国クルーズレポート 2018年12月号 

2018年中国地方整備局管内港湾等におけるクルーズ船寄港回数 
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中国地方整備局管内クルーズ船月別寄港実績（回） 

図１ 中国地方整備局管内におけるクルーズ船（外国船社・日本船社）の月別寄港回数 

・2018年11月の中国地方整備局管内におけるクルーズ船の寄港回数がまとまりましたので、お

知らせします。日本船社42回、外国船社2回の計44回（前年比1.16倍）と増加しました。

（図 1）主な増加要因は、昨年 10 月に就航した日本船社「㈱せとうちクルーズ」が運航する

「ガンツウ」による寄港回数の増加によるものです。 

・2018年1月から11月までの累計回数は、過去最高を記録した2017年の年間寄港回数244回

を越え、452回（前年同期比2.07倍）となりました。（図2） 

・各港湾等の寄港回数は、ベラビスタマリーナ（尾道）114 回※、厳島港69 回※、広島港 54 回
※、福山港44回※ 、境港37回※、の順になっています。（図3） 
※は2018年1月～11月までの累積回数 
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図２ 中国地方整備局管内におけるクルーズ船（外国船社・日本船社）の年間寄港回数 

※下関港除く 

図３ 2018年の中国地方整備局管内港湾等における寄港累積回数（１～11月まで）（計：452回） 

※沖泊の場合は、簡易ボートなどで下船した場合のみ実績として計上。 

 



 

 

 

○ウエステルダムが境港に初寄港 

【１１月１日】 

アメリカのホーランド・アメリカ・ライン社が運航する「ウエステルダム」（総トン

数82,862トン、乗客定員1,916人）が鳥取県境港市の境港に初寄港しました。歓迎イ

ベントでは平井 伸治鳥取県知事、中村 勝治境港市長らが欧米人を中心とした乗客 

 約1,900人をお出迎しました。 

 今回が2018年境港へのクルーズ船寄港の最終となります。 

 

 

 

 

  

  

 

○ぱしふぃっくびいなす福山港寄港にあわせ 

「みなとオアシス 潮待ちの港 鞆の浦」登録証交付式が開催されました 

【１１月１４日】 

「みなとオアシス 潮待ちの港 鞆の浦」（広島県福山市）が新規に登録され、中国地方

では23箇所目（全国では126箇所目）のみなとオアシス※として活動を開始しました。 

新規登録にあたり登録証の交付式が同日、日本クルーズ客船が運航するクルーズ船

「ぱしふぃっくびいなす」（総トン数：26,594トン、乗客定員460人）の寄港に併せて

行われ、「みなとオアシス 潮待ちの港 鞆の浦」の設置者である枝広 福山市長へ登録証

を交付しました。 

沖合に停泊したクルーズ船「ぱしふぃっくびいなす」から通船にて上陸するクルーズ

客を、鞆こども園による和太鼓演奏や踊りなどで出迎えました。クルーズ客は古い町並

みや江戸時代の港湾施設が残る情緒溢れる町の観光などを楽しまれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄港歓迎セレモニーの様子

（ヒライし） 

境港に寄港する「ウエステルダム」 

11月のトピックス 

※「 ※「みなとオアシス」とは、地域住民の交流や観光の振興を通じた地域活性化に資する「みなと」を核としたま

ちづくりを促進するため、住民参加による地域振興の取組みが継続的に行われる施設として国土交通省が申請

に基づき登録する制度です。 

登録証交付式関係者による記念撮影 歓迎を受けるクルーズ客 福山港沖合に停泊する 

「ぱしふぃっくびいなす」 



 

 

 

○中国地方整備局管内港湾におけるクルーズ船の寄港回数一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２０１９年１月の入港予定 
予定なし 

※２０１８年１２月１８日時点の予定のため、以後、変更となる場合があります。 

○２０１９年１月のガンツウ就航予定 

※２０１８年１２月１８日時点の予定のため、以後、変更となる場合があります。 
    「出港月日」は「ベラビスタマリーナ（尾道）」出港予定日です。 

出港月日 コース 

2019/1/2 [西回り]  宮島沖・大三島沖錨泊 3日間  

2019/1/4 [東回り]  玉野沖・鞆の浦沖錨泊 3日間  

2019/1/6 [中央航路 4]  上蒲刈島沖・鞆の浦沖錨泊 3日間  

2019/1/8 [西回り]  宮島沖・上関沖・大三島沖錨泊 4日間  

2019/1/11 [中央航路 3]  詫間湾・鞆の浦沖錨泊 3日間  

2019/1/13 [中央航路 1]  大三島沖・鞆の浦沖錨泊 3日間  

（出典：株式会社せとうちLTKトラベル HPに基づき中国地方整備局で作成） 

参 考 

単位：回

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
1～11月
合 計

1～12月
合 計

外国船社 0 1 11 31 43 15 8 5 12 5 0 1 131 132

日本船社 2 0 4 0 4 2 3 4 4 26 38 25 87 112

計 2 1 15 31 47 17 11 9 16 31 38 26 218 244

外国船社 0 2 10 40 26 19 5 5 1 11 2 121

日本船社 15 21 39 31 36 40 17 26 24 40 42 331

計 15 23 49 71 62 59 22 31 25 51 44 452

外国船社 － 2.00 0.91 1.29 0.60 1.27 0.63 1.00 0.08 2.20 － 0.92

日本船社 7.50 － 9.75 － 9.00 20.00 5.67 6.50 6.00 1.54 1.11 3.80

計 7.50 23.00 3.27 2.29 1.32 3.47 2.00 3.44 1.56 1.65 1.16 2.07

前 年
同 期 比

２０１７年

２０１８年

出典：港湾管理者等（下関港を除く）からの聞き取りに基づき中国地方整備局で作成


